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Summary
Generally, it is known that the hypoxic water mass（Dissolved Oxygen : DO＜３.０ mg/L）is 
easy to be formed in an enclosed coastal sea.　As Omura Bay is a typical enclosed coastal sea, the 
oxygen content of seawater was measured in Omura Bay from February in ２００８ to February in 
２００９.　Samples were collected from four depths（０, ２, ６, and １０ m）at five sites.　The hypoxic water 
mass were observed at bottom water in September, especially at inner bay, which water column was 
began to develop in May.
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より採水し、DO を含む各種水質項目を測定した。その結果、９　 月における湾奥部の水深６m 以下にお




ていることが示唆された。なお、湾央部や湾口部においても水深 １０m で DO が ３.５mg/L 以下と貧酸素



























柳 は 溶 存 酸 素（Dissolved Oxygen：DO）が 






























い採水後直ちに測定した。pH は pH メータ （ー堀


































































Ｄ地点の水深６m および １０m ならびにE地点の
６ m および １０m でそれぞれ ２.３５ mg/L、
２.１５mg/L、２.９１mg/L、１.１２mg/L と ３.０mg/L 
以下となり、貧酸素水塊が認められた。また、
貧酸素状態ではないもののＣ地点の６m および 



















































































































水深６m では平均 ４.６９mg/L、水深 １０m では平
均 ２.６７mg/L と魚類の生息に必要な ５.０mg/L 
を下回った。採水地点別でみると、湾奥部のＤ、
Ｅ地点では、水深６ m においても DO が 
３.０mg/L 以下で貧酸素水塊がみられた。同じ湾




は、水深６m において DO が ６.０mg/L 以上と
表層の値と近いのに対し、水深 １０m では DO 
が ５.０mg/L 以下で貧酸素水塊に近い状態がみ
られた。しかし、２００８年１１月にはいずれの地点
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